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 こちらは、Ａ部長です。 

 Ａ部長は、デザイン会社のデザイン制作部

の管理職です。 

 Ａ部長は人懐っこい性格で、部下の前では

特に明るくふるまっており、部下からの人望

も厚い部長でした。 

 

 

 

 

 このＡ部長、ある悩みがありました。 

 

『最近、すごい残業をしている社員と、全然残

業しない社員とで、なんだかバランスがとて

も悪いなぁ。いったい、なんでなんだろう』 

 

 

 こちらは、Ｂさんです。Ｂさんは、Ａ部長の

部下です。 

 Ｂさんはとても優秀で、デザイン制作の仕

事が早く、しかも仕事のクオリティが高いと

社内で評判でした。 

今日も、遅くまで、残業しています。 

 

『はー、全然、仕事が終わらないよ。どうして

なのか、僕ばっかり、すごい沢山仕事を任され

ている気がするんだよなぁ』 
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ちょうど、このとき、Ａ部長が社内に戻って

きました。 

『おお、Ｂさん、こんなに遅くまで頑張ってい

たのですか。本当におつかれさまです。残業続

きは体に良くないから、なるべく早く帰るよ

うにしてくださいね』 

『あ、はい、Ａ部長、わかりました。お気遣い

どうもありがとうございます』 

Ａ部長はこう思っていました。 

『うーん、やっぱりそうだ。なんだか最近、Ｂ

さんばっかり残業している気がするなぁ。よ

し、Ｂさんは今、大変そうだから、次にプロジ

ェクトの依頼があったら、ほかの社員さんに

お願いしよう』 

 こちらは、Ｃ君です。Ｃ君は入社５年目の社

員であり、まじめで頑張り屋さんでしたが、ま

だデザイン制作の仕事に慣れておらず、仕事

のスピードが遅く、そのことは社内でも知ら

れていました。 

 ある日、ちょうど、Ａ部長が社内に戻ってき

たときのことです。 

『あ、Ａ部長、お帰りなさい。Ａ部長、自分、

今日は仕事が終わったので、なにかほかにな

ければ定時で帰ろうと思いますが、なにかあ

りますでしょうか？』 

『おー、Ｃさん、おつかれさまです。そうです

ね、早く帰れるときはどんどん早く帰って、休

んでください。今日もお疲れ様でした』 

 Ａ部長はこう思っていました。 

『Ｃさんは、まだまだ余裕がありそうだな。よ

し、次に新しいプロジェクトの依頼があった

ら、Ｃさんにお願いしよう。そうだ、営業部に

も連絡して、Ｂさんは今、大変なので、なるべ

くＣさんにプロジェクトを担当させるよう、

連絡しておこう』 
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それから、ある日のことです。 

 こちらは、Ｄさんです。Ｄさんは営業部に所

属しておりました。 

『あ、Ｂさん、すみません、ちょっと、急ぎの

仕事が入ってしまいまして、この新規のプロ

ジェクト、どうか、急ぎお願いします』 

『え、あ、はい、わかりました』 

 このように、もともと、忙しいＢさんに、さ

らに、プロジェクトの依頼がなされるという

ことがありました。 

 

 またある日のことです。 

 Ａ部長が、夜遅くに社内に戻ったところ、ま

だ、Ｂさんが一人、社内に残って仕事をしてい

ました。 

『お、おお、Ｂさん、こんな時間まで仕事して

いるのですか。大変ですね。体に悪いですから、

今日はもう早く帰ったらどうですか？』 

『Ａ部長、お疲れ様です。はい、早く帰りたい

のはやまやまなのですが、今、プロジェクトが

重なってしまっていまして』 

Ａ部長は、内心、こう思っていました。 

『あれー、おかしいなぁ。Ｂさんは今、仕事が

多くて大変だから、新規のプロジェクトはな

るべくＣさんに回してもらえるよう営業部に

連絡したのになぁ。ちょっと営業部のＤさん

に確認してみよう』 

 

 こちらは、営業部のＤさんです。 

『Ａ部長、その件なのですが、すみません、急

ぎのプロジェクトですと、Ｃさんは、まだお願

いできるレベルではなかったものですから、

どうやら、Ｂさんに仕事が集中してしまって

いたようです』 

『なるほど、そうだったのですか、わかりまし

た』 
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Ａ部長は、内心、こう思っていました。 

『うーん、そういうことだったのか、Ｂさんに

ばかり仕事が集中してしまうのは、そういう

理由だったのか、Ｂさんは仕事が早くてクオ

リティも高い。他方で、Ｃさんはまだ入社歴も

浅く、Ｂさんほどの処理スピードもクオリテ

ィもない。 

だから、Ｂさんにばかり仕事が集中して、仕

事の配分がアンバランスになっていたのか。

うーん、これはいったい、どうしたらいいんだ

ろう？』 

 

 

さて、こういった問題、会社によって、職場

によって、状況はバラバラですので、解決策も

バラバラだと思いますが、もし、ご自身がＡ部

長だったらどう解決しますか？ 
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＜ディスカッションテーマ・質問項目の例＞ 

・ご意見、ご感想は？ 

 

・あなたがＡ部長だったら、どうしたと思い

ますか？ 

 

・あなたがＢさんだったら、どうしたと思い

ますか？ 

 

・あなたにも同じような経験をしたことはあ

りますか？  

 

・あなたの職場で改善しようと思ったことは

ありますか？ 

 

・あなたの職場で誰と誰が連携・協力すると

良いと思いますか？ 

 

 

＜研修活用場面・ねらい＞ 

 昨今、働き方改革、生産性向上の要請で、

これまで以上に社員さん個々人の能力を上げ

ていくとともに、チームワークを良くして効

率とモチベーションを高めていく必要があり

ます。 

 

 そこで、受講者の方に、まずは一般論、他

者事例として、こういった状況があり得るこ

とを認識したり、ご自身を振り返ったりして

いただくために、このケーススタディ教材を

活用することが考えられます。 

 

 さらに、受講者の方に、あなたがＡさん、

Ｂさんだったらどう思うか、などを考えてい

ただき、意見交換していただくことによっ

て、 

 

①色々な人の立場になって考えるトレーニン

グになる 

 

②自身の立場を超えて職場での改善のアイデ

アが思い浮かぶ可能性がある 

 

③それらを意見交換することで人それぞれ

色々な考え方があることが理解できる 

 

④意見交換によりコミュニケーションが増え

る 

 

⑤職場でお互い様・助け合いの気持ちが増え

る、 

 

⑥各自がそれぞれコミュニケーションの取り

方を工夫しようというモチベーションが増え

る 

 

という研修のねらいがあります。 

 

＜ポイント＞ 

 ケーススタディ型の研修は、講師が知識を

教える、指導する情報提供型の研修ではあり

ませんので、受講者の方が「考える」時間が

大切です。「考える」時間が受講者の意識や

行動の変化・成長、ひいては業績向上を促し

ます。逆に、指導や押し付けをしてしまうと

思考停止になってしまうため、受講者の意

識・行動の変化や成長につながらない可能性

があり、注意が必要です。 

 受講者が自ら考えて、自ら意識や行動を変

化させて成長していただくために、受講者が

「考える」時間、シンキングタイムを取って

いただければと思います。 

 その際は、「紙に書く」ことで思考をまと

めやすくなり、また思考を表現するトレーニ

ングにもなりますので、ワークシート（プリ

ント・レジュメ）を配布することをオススメ

します。また、記載された内容を確認するこ

とで研修の「効果測定」も可能になります。 



6 

 

 そのうえで、紙に書いた内容を二人一組や

グループで発表し合うことで、他者の意見・

アイデアによってヒントや刺激を得ることが

できたり、自分と違う意見に触れることで人

それぞれ色々な意見・考え方があることを再

認識していただいて、他者への思いやりや配

慮を促進し、コミュニケーション・チームワ

ークの強化につなげることをオススメしま

す。 

 また、講師の側で全く想定していない回答

が出ることはよくあることであり、それも貴

重な情報といえます。その職場固有の事情に

よるものなのか、受講者個人の事情によるも

のなのか、さまざまな事情があると思われ、

それらを確認・検討する材料になるからで

す。 

 

＜よくあるご意見・ご感想＞ 

 

・いろいろな職場であり得る話だと思った 

 

・仕事ができる人ばかり忙しく、仕事ができ

ない人は暇になっている理由がわかった 

 

・こういった不満があると、社員が定着しな

いので、ますます、良くない方向に向かうと

思った。 

 

・後輩がまだ仕事ができないのはしょうがな

いので、その代わり、ＡさんからＢさんへの

フォローが必要だと思った 

 

・残業している人の気持ちを感じ取ることの

大切さを再認識した 

 

・みんなのコミュニケーションの取り方が良

くなれば、会社がもっと良くなると思った 

 

 

＜着眼点の提供＞ 

 なお、講師の側から知識の指導をすること

は想定しておりませんが、ヒント・着眼点を

提供して、さらに受講者の方に考えていただ

くことはあります。 

今回のケースでいえば、ヒント・着眼点と

しては、以下の項目が挙げられます。 

 

①誰と誰が事前に連携・協力していれば良か

ったのか、考えてみる 

 

②理想とすべき状態と、現在の状態を比較し

てみて、その差がどれくらいあるのか、考え

てみる 

 

 

 

 

 


